
はじめに
　昨年、中学部２年生の生活単元学習

で、「読書の秋！絵本を作って小学部に

読み聞かせに行こう！」というテーマ

で学習を行いました。作った絵本をマ

ルチメディアDAISY化することで、全

校のみんなにも見てもらうことにしま

した。

　今年中学部３年生になり、２年次の

取り組みとしてマルチメディアDAISY

絵本の制作を通して子どもたちの変容

を検証することを目的としました。

研究準備
◦『なしちゃま、ピーチとここちゃん
のワクワクぼうけんものがたり』

　2017年度作成マルチメディアDAISY

絵本

◦マルチメディアDAISY図書制作ソフ
トと再生アプリ

取り組みの実際
（学習の流れと生徒の様子）
⑴ オリエンテーション
　子どもたちに今年も絵本作りを行う

ことを伝えると、すぐに昨年の学習を

思い出し、「去年も作った」「小学部に

読み聞かせに行った」「パソコンで見え

るようにした」と活動に見通しをもつ

ことができました。

　「今年は２回目だから、さらにグレー

ドアップさせよう」と話すと、絵本を

作るだけでなく、「また読み聞かせに行

きたい」「DAISYにしたい」と、子ども

たちのほうから自主的に意欲的な意見

が出てきました。

　まず、昨年作った『なしちゃま、ピー

チとここちゃんのワクワクぼうけんも

のがたり』というマルチメディアDAISY

絵本を視聴し、どんな絵本を作ったの

か思い出しました。

■知的障害のある子どもたちへの実践事例

マルチメディアDAISY絵本を作ろう！   －２年次－
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昨年の作品をタブレットを視聴
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　つぎに今年は紙芝居形式ではなく、

絵本形式で作ることを伝え、どんな絵

本があるのか考えるために、自分のお

すすめ絵本を紹介し合いました。学校

司書にも授業に参加してもらいながら

絵本を探し、友だちのおすすめを聞く

ことでいろいろな絵本の形式があるこ

とに気づきました。

⑵ キャラクター設定とプロット作り
　おすすめの絵本を探すなかで気づい

たことに、キャラクターがはっきりして

いるということがありました。そこで、

今年は絵本作りをストーリー班とイラス

ト班に分け、作り始める前に、みんな

でキャラクター設定とプロットを大まか

に決めてから作成することにしました。

　

⑶ 絵本作り

❶ストーリー班
　ストーリー班は、みんなで作ったキャ

ラクター設定とプロットを基に、「起承

転結」を意識してストーリーを考える

ことにしました。プロットに沿って１

ページ分ずつストーリーを考えました。

　お互いに話しながら、「こうしたほう

がいいんじゃないか？」「こっちのほう

がおもしろい！」と意見を出し合いな

がら、ホワイトボードに文章を書き、

できたストーリーを分担して原稿用紙

に書いていきました。最初にキャラク

ター設定をしていたので、「きっとこん

な性格ならこう言うよ」「こんな行動を

するよ」と話を膨らませていくことが

できました。友だちの意見を聞くこと

で、一人では考えられないような展開

を思いつくことができました。

❷イラスト班
　イラスト班は、キャラクター作りの

おすすめの絵本紹介

できたキャラクターの
発表

話し合いながらストーリー作り
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ポイントを、①単純、シンプル　②か

わいい　③やわらかそう　④丸っこい

とし、動物をテーマにキャラクター作

りをしました。

　キャラクター設定を基に一人１キャ

ラを考えることにし、基本の姿を描き

ました。その後、ストーリー班の進行

具合に合わせて、場面ごとのいろいろ

な動きをしたキャラクターを描いてい

きました。同じ人が同じキャラクター

を描いていくことで、絵本全体に統一

感をもたせることができました。

　ストーリー班は、話作りが終わると

背景を描いていき、皆で分担して色塗

りを行いました。学習時間内に終わら

ないと多くの生徒が休憩時間も使って、

自主的に絵本作りを進めていきました。

　最後に、絵本の土台になる色画用紙

を選び、キャラクターや背景、本文を

貼り付け、絵本を完成させました。

　完成した絵本は、学校司書にブック

カバーをかけてもらうことで、より市

販の絵本らしさを演出することができ

ました。完成した絵本を司書教諭に読

み聞かせをしてもらった生徒たちはと

ても満足そうでした。

⑷ マルチメディアDAISY絵本作り
　今年は学習時間の都合上、絵本作り

とマルチメディアDAISY化の時期を分

けて行います。DAISY化や小学部への

読み聞かせは、１月に行う予定です。

　昨年は、１場面ごとで読み手を変更

しましたが、今年はセリフと地の文で

場面に合わせてキャラクター描き

完成した絵本 『うさみさんのおひるごはん』

絵本の一場面
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読み手を変える予定です。

　小学部への読み聞かせは待ちきれな

いのか、休憩時間に自分に読み聞かせ

をして楽しんでいる生徒もいました。

成果と課題
　成果としては、２年続けて学習を行

うことで、多くの生徒が見通しをもっ

て意欲的に学習に取り組みました。担

任が司書教諭だったこともあり、学校

司書との連携も図りやすかったです。

自分で読み聞かせの雰囲気を楽しむ生徒

できあがりの絵本の完成度を上げるこ

とで、昨年の経験を活かしながら制作

に取り組むこともできました。

　また、一人では文章を書いたり、絵

を描いたりすることが苦手な生徒も、

友だちと一つの作品を作り上げること

で、自分だけでは感じられない達成感

を感じることができたと思います。本学

級においては、マルチメディアDAISY

図書も、生徒の中で図書媒体の一つと

して認識されていると感じました。

　課題としては、全校の児童・生徒に

まではマルチメディアDAISY図書が広

まっていないことが挙げられます。活

字の読み書きに困難さのある子どもた

ちの読書活動の手助けになるように、

今後もマルチメディアDAISY図書の活

用を校内外に広めていきたいと思いま

す。
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